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マツ属の針葉の伸長について

大畠誠一・中井　勇・赤井龍男

は　じ　め　に

　外国産樹木を導入し，原産地とは異なった新しい環境条件下で育成した場合，それぞれの種は，種

のもつ遺伝的性質に従つて生育しつつも，外的条件の変化によって何らかの規制を受けるであろう。

このため，外国産樹木の生育を調べ，比較検討することは，新しい環境条件に対して種がどのように

対応しているかを知る一つの手段であり，林業的にも重要な研究課題であるものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨラ
　当試験地では1949年頃から外国産樹木の導入を行なっており，特にマツ属は世界に105種分布して

いるうちの変種を含め82種を収集育成し，外国産樹木の生育に関する研究のための格好の材料となっ

ている。これらマツ属の生育に関する調査研究は，当試験地で継続している一連の研究でもある。本

報告は1974年に調べられた51種のマツ属の針葉に関する調査から針葉伸長についての結果をとりまと

めたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）3）4）5）
　マツ属の針葉の伸長に関してはすでに古野が数種のマツに関して報告しているが，生育環境と対応

して調べられた例はないものと思われる。本調査では，多種類のマツ属の針葉の伸長経過を調べ，種

間の違いおよび外的環境条件との対応関係を調べた。ただし，原産地における針葉伸長に関する資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（°C）が皆無であること，調査に不充分な点が残されたこと

から，再検討を要する問題が多く残された。それらの

問題は今後の研究課題としてとりあげてゆきたい。な

お，本報告のとりまとめに際しては，本学演習林の古

野東洲助教授，川那辺三郎講師から有益な助言を賜っ

た。深く謝意を表したい。また，材料の育成，管理を

続けている当試験地の職員諸氏に敬意を表したい。

上賀茂試験地の気象条件

　京都大学農学部附属演習林上賀茂試験地は京都市の

北部，北緯35°04’，東経135°45，海抜高100～225mに

位置している。基岩は主に砂岩と粘板岩からなり，土

壌型は乾燥したBム～BB型に属している砂質の赤色土

壌で，土壌の物理的化学的性質はかなり劣っている。

　過去10年間の気象資料に基づいた当試験地の気温，

降水量は図一1に示した。年平均気温は14°C前後で，

年間の最高気温は35°C，最低気温は一7°Cである。年

平均降水量は1800mmで，6月から9月の4カ月間に全

年の約50％を占あている。積雪量は少なく，最多積雪

20：．mが記録されている。
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図一1　上賀茂試験地の月平均気温と月平均

　　　降水量（1965～1974）
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材料および方法

　調査に用いたマツ属の種，樹令，原産地域の南限，北限の緯度，原産地域の分布の海抜高度などは

表一1に示した。材料には当試験地に植栽されている7～8年生以上の種を選び，当試験地の野外で

生育が困難な低緯度地域に原産地をもつ種では，ガラス室内で育成している種（表一2＊印の種）に

関しても調査した。調査個体は各種につき1個体で，日当りの良い樹冠部分の枝で，正常に生育して

いると思われる当年生年軸（当年生の枝で，枝の主軸とみられる部分）1本を選んだ。選ばれた1年

軸をほぼ15日間隔に調査し，1回の調査に5針葉を採取し，針葉長，針葉重を計測した。

　マツ属の針葉の伸長は年軸の伸長にやや遅れ，当年軸の基部から始まるために針葉伸長量は1年軸

内でも部位により異なる。このため，針葉の採取は当年軸の中央部から行ない，順次両側に採取部位

を広げた。数種の多節型のマツ属では，枝でも多節型の伸長がみられるため，これらの調査木では針

葉の伸長開始が各節間で異なる結果となる。今回の調査は春季の芽（Spring　shoot）の伸長開始に伴

う針葉の伸長調査が目的とされていたので，多節型の枝をもつ種に関しては第1節間の針葉を調査対

象とした。

　針葉採取が，調査年軸に残された針葉の伸長に与える影響を調べるために，調査が終了した10月下

旬に残された針葉から20針葉を採取し，樹冠のほぼ同部位にある他の年軸からも20針葉を採取して両

針葉長の比較検討を行なった。その結果，2，3の種で両者間に差が見い出されたが，調べられた全種

の調査枝と対象枝の針葉長間には1％の水準で有意な差は認められなかった。この結果から，針葉の

採取が残された針葉の伸長に与える影響はないものとみなした。

　マツ属の針葉長は個体間によっても差があり，個体内でも部分によりかなり大きな差が見い出され
　　わ
ている。また，環境条件，とくに土壌条件により影響を受け，やせ地に生育するアカマツの針葉長は
　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
短かい傾向があると報告されている。一方では，針葉長は種によって特徴があり，G．　R．　Shaw，　W．
　　　　の
Dallimore他はマツ属の分類上，種ごとに針葉長のおよその巾を示している。このため，比較的生育

のよい1本の当年軸から針葉を採取した今回の調査結果は，それぞれの種の針葉の伸長傾向を示して

いるとみなしてよいものと思われる。

結果および検討

　1　針葉の伸長開始期

　我が国に原産地をもつPinus　densif；ora（以後PinusをP．と略す），　P．　thunbergiiの針葉伸
　　　　　　　わ
長は古野，四手井により調べられ，P．　densif　IOraでは4月下旬～5月上旬に，　P・thunbergiiでは

P・4θηs切oγαにわずか遅れて開始すると報告されている。今回の調査でも両種の針葉の伸長開始は

5月の上旬で，その結果とほぼ一致していた。両種よりも海抜高が高い地域’に分布地域をもつP．

horaiensisではやや早く4月下旬に伸長の開始がみられた。

　調べられた外国産マツ属で針葉の伸長開始が最も早い種はガラス室内に育成されているP．khasya

で，4月上旬であった。また，最も遅い種はメキシコに原産地をもち，P．　khasya同様ガラス室内で

育成しているP．cembroidesで6月中旬であった。表一2に見られるように，針葉の伸長開始はガ

ラス室内で育成している種が早いとは限らない。また，伸長開始が比較的早い種としてP．　coulteriが

4月中旬に，P．　monticolaほか12種が4月下旬に開始するが，これらの種が高緯度地方または高海抜

地域に原産地をもっているとは限らない。外国産マツ属を2，3葉松類と5葉松類に分けて針葉の伸長

開始期を比較しても，それらの間に明確な差異は認められない。マツの針葉はほとんどの種で4月下

旬から5月中旬までの約1カ月間にそろって伸長を開始した（表一2）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　マツ属の針葉の伸長は新梢の伸長がある程度進んだ時点から開始する。当試験地に植栽されている



表一1 供試材料とその分布地域

分 布 地 域

WEsTERN　AMERIcA

（北アメリカ西部）

1

EASTERN　AMERICA

（北アメリカ東部）

　MEXIco

（メキシコ）

軟硬松別

軟
硬

種 名 英 名

Pinus　monticola　Dougl．

P．斑ntorta　Dougl．

P．coulteri　D．　Don

P．元effrの’i　Grev．et　Balf．

P．Muricata　D．　Don

P．クo打deγosa　Laws．

P．radiata　D．　Don

　　Western　white　pine

　　Lodgepole　pine

　　Coulter　pine

　　Jeffrey　pine

lBish°p　pine

　　Ponderosa　pine

　　Monterey　pine

軟
硬

P．strobus　L．

P．bankSiana　Lamb．

P．clausa　Vasey

P．echinata　Mill．

P．elliottii　Engelm．

P．ρぬs幅Mil1．

P．Pungens　Lamb．

P．炬‘dαMill．

P．taeda　L．

P．〃irginia〃σMil1．

P．4夕acahuite　Ehrenberg

P．c¢mbroides　Zucc．

P．θ㎎・ε」％ηη鉱Carr．

P．ゴongltzs迦a　Martinez

P．durangensis　Martinez

P．97曜↓↓Engelm．

P．latasonii　Roezl

P．lutea　Blanco

p．maximartinezii　Rzedwski

P．励吻α励σMartinez
P．oocerθa　Schiede

P．patuta　Schl．　et　Cham．

P．カseudostrobus　Lindl．

P．ruゴ‘s　Endl．

i

Eastern　white　pine

Jack　pine

Sand　pine

Shortleaf　pine

Slash　pine

Longleaf　pine

Table　mountain　pine

Pitch　pine

Loblolly　pine

Virginia　pine

d

軟

硬

Mexican　white　pine

Mexican　pine

Apache　pine

Durango　pine

Gregg　pine

Lawson　pine

Jelecote　pine

False　weimouth　pine

分布緯度（°）＊

35～52

31～63

31～38

30～43

34～41

22～51

35～37

分布海抜高（m）＊＊

1

　　　0～3，　400

　　　0～3，400

　200～2，300

1，100～3，100

　　　0～　300

　　　0～3，400

　　　0～1，　300

35～52

44～65

26～31

30～41

28～33

27～37

34～41

35～45

28～39

32～41

0～1，600

　

～

　

　

　

　

　

　

　

o
o
o
o
o
O
o
o
O

900

100

800

200

600

900

900

500

300

15～20

19～33

22～32

18～27

19～30

20～25

16～20

23～27

　22

16～23

13～27

17～21

14～26

14～25

2，300～3，200

1，4∞～2，700

1，600～2，500

1，600～2，500

1，800～2，700

1，500～2，700

1，200～3，000

1，200・－3，100

900　　～2，500

1，5∞～3，100

1，100～3，300

2，500～4，000

8



分　　布　　地　　域

ー
． 軟硬松別｝

NoRHERN　EuRAslA
　（ヨーロッノぐ」ヒ部）

硬

種 名 英 名 分布緯度（°）＊ 分布海抜高（m）＊＊

P．s71vestis　L． Scots　pine 38～71 0～2，400

MEDITERRANEAN

（地中海沿岸）

EAsT　AND　SouTHEAsT　AslA

　　　（アジア東，南東部）

軟

硬

軟

硬

P．Peuce　Grisebach

P．肋励㈱is　Mil1．

P．伽砿na　Mill．

P．nigra　Arn．

P．pinaster　Ait．

P．pinea　L．

P．ar〃；aヵ4輌Franchet

P．bungeana　Zucc．

P．σ夕朔6嬬McClelland

P．ゐo夕aiensis　Sieb，　et　Zucc．

P．鮒アiSonicola　Hayata

P．PentaPhylia　Mayr．　var　hime－

　　komatSu　Koidz．

P．densiftora　Sieb　et　Zucc．

P．khαsya　R（）yle

P．roxburghii　Sarg、

P．mtzssoniana　Lamb．

P．merkusii　De　Vriese

P．ta　bulaeformis　Carr．

P．thunbergii　Parl．

Balkan　pine

Aleppo　pine

Moutain　pine

Austrian　pine

French　maritime　pine

Italian　stOne　pine

Armand　pine

Lace－bark　pine

Himalayan　white　pine

Korean　pine

Japanese　white　pine

Japanese　red　pine

Khasia　pine

Chir　pine

Masson　pine

Merkus　pine

Chinese　pine

Japanese　black　pine

41～43

30～45

41～52

35～48

32～46

34～44

25～35

30～38

27～35

35～53

23～24

31～43

31～45

12～30

26～35

23～33

2～23

28～41

28～42

800～2，100

　0～1，700

4∞～1，900

200～1，800

　0～1，900

　0～　900

　200～3，　600

　100～2，900

1，200～3，400

　　　0～2，500

　300～2，300

100～2，500

　0～2，　300

600～2，400

400～2，300

　0～1，900

　0～1，　900

50～3，　000

　0～　900

註　分布地域，種名，英名はN．T．　Mirovによる。
　　＊：W．B．　Critchfield　and　E．　L．　Little，　Jr．による。

　＊＊　N．T．　Mirovによる。
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表一2　　上賀茂試験地における各種マツ属の針葉長および伸長期間

1・歎当り 推　定　伸　長　期　間 推定伸長
速　　度
（mm／日）

分　布　地　域 軟硬松別
　　　　　｜

種　　　　　　　名
　　　　　　　　1の針葉数

葉長（cm）
開始…1停止・∋・ 数

WEsTERN　AMERIcA
（北アメリカ西部）

軟
硬

Pinu3　monticola

P．contorta

P．　ceulteri

P．jeffreyt

P．murieata

P．Ponderosa

P．radiata

EAsTERN　AMERIcA

（北アメリカ東部）

軟
硬

　P．strobUS
l且b。噸。。。

lP．　clausa

lP．　eehinata
1

5
9
一
3
3
9
一
q
∨
9
●

9．3圭0．　43　　4月・下

4．7±0．　29　　4月・下

9．　9土0．　75　　4月・中

11．4士0．　43　　5月・上

11．7圭0．　54　　4月・下

13．1土1．03　5月・中

12．　3士1．　83　　4月・下

7月・上　　　72

6月・下　1　　60

7月・中｜91

7月・下！　　79

7月・下　I　　g2

7月・下1　　77

8月・下　　　116

1P…lli・ttii

MEX【co

（メキシコ）

1P・ρα」励i∫

iP．　Pung・ens

　且炬泌
　P．taeda

巨吻ε励妬
軟

硬

　
　
　
　
　
り
む
　
り
む
　
　
リ
ロ

5
2
2
　
　
3
　
3
3
2

　
　
　
　
　
2
　
り
一
　
　
り
4

8．6土0．　34

3．　1土0．　25

7．5士0．　26

9．　4土0．　37

20．　2士0．　93

27．9圭2．24

5．8土O．　08

10．　2±1．01

17．7士1．00

5．0士0．　22

5月・上　　7月・中

5月・上　　6月・中

5月・上　　8月・下

5月・下　　8月・中

5月・上　　9月・下

5月・中　　9月・中

4月・下　　7月・中

5月・上　　8月・上

5月・上　　9月・上

4月・下　　7月・中

P．ayacahuite

P．cenlb70ides＊

Rengrelmannii

P．dougtasiana＊

P．durangensis
P．　gr’eggii

P．la　

vasonii＊

P．lutea

P．maxi願tinezii＊
P、micheacana＊

P．oecarP〆

P．Patula
P．ρseudostrobus＊

且rudis

　
に
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
　
3
5
5
3
　
3
5
5
　
3
5
5

　
1
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
3

10．　0土0．54

3．　4士0．　25

28．5土1．51

31．7土O．79

1＆5▲0．　95

11．4土O．97

11．8士O．72

9．　6土α68

＆0±0．　48

3＆4土2．　67

31．7土O．73

13．5：ヒ1．87

32．2土1．77

11．2士1．25

上

中
中
上
上
上
下
中
中
上
上
上
下
上

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

5
6
5
5
5
5
4
5
5
5
5
5
4
5

中
上
上
中
下
中
下
上
上
下
上
下
上
上

　

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
　
　
　
コ

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

7
9
9
9
8
8
b
－
．
　
O
O
　
O
O
9
0
8
0
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
▲
　
　
　
－

1．29

0．　78

1．09

1．44

1．27

1．70

1．06

67

48

115

83

139

121

80

92

122

80

1．28

0．　65

0．　65

1．13

1．45

2．　31

0．　73

1．11

1．45

0．　63

71

82

118

134

107

98

94

84
85
143

155

109
155

91

1．41

0．　41

2．　42

2．　37

1．73

1．16

1．26

1．14

0．　94

2．69

2．05

1．24

2．08

1．23

62



1
推　定伸　長期　間

分　布　地　域 軟硬松別 種　　　　　　　名
1葉束当り

の針葉数
葉長（cm）

開始…t停止日＊＊ 日　　数

推定伸長
速　　度
（mm／日）

NORTHEN　EuRAglA
（ヨーロツパ北部）

硬 Psylvestris 2 4．・±・281・肚・月・上1611・75

MEDエTERRANEAN
（地中海沿岸）

軟
硬

P．Peuce

P、halePensis

P．montana
P．nigr’a

P．pinaster

P．pinea

5
9
●
り
白
り
臼
2
2

7．2：とO．75

3．9土0．67

4．2±0．28

12．6土0．51

22．9士0．79

8．2土0．68

5月・中　　7月・中

5月・中　　7月・下

4月・下　　6月・下

4月・下　　8月・上

5月・上　　9月・上

5月・下　　8月・上

68

72

62

98

121

68

1．06

0．54

0．68

1．29

1．89

1．21

EAsT　AND　SouTHEAsT
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
マツ属の新梢伸長は原産地の環境条件の違いに関係なく，ほとんどの種で3月の下旬から開始するの

で，マツ属の新梢伸長の開始は，温度条件により支配されていると考えられる。種の異なるマツ属の

針葉の伸長開始期が同期に集中する現象は新梢の伸長開始期がほとんどの種でそろっている現象に起

因しているものと考えられる。

　2　針葉の伸長停止期と伸長期間

　我が国の海岸線に近い，低地に分布するP・thunbergiiでは，9月上旬に針葉の伸長を停止した。

低山帯に分布地域をもつP．densifloraでは8月の上旬に，山岳地域に分布地域をもつP．　leoraiensis

では7月の上旬に針葉の伸長を停止した。高山帯に分布地域をもつP・PUMilaに関しては，当試験

地に育成している材料が3年生苗木であったため，今回の調査から省かれたが，観察によればその針

葉伸長は7月上旬には停止している。以上のように，日本産マツ属では海抜高の高い地域に分布する

種で針葉の伸長停止期が早く，伸長期間も短かい傾向にあった。

　外国産マツ属では，高緯度地域に原産地をもつP・banlesiana，　P・contortaなどの種で7月に入る

前に針葉伸長を終了し，同じ北アメリカ大陸の中緯度に原産地をもつP．Palustris，　P．　taedaなど

の種では針葉の伸長期間が長く，9月に伸長を停止した。またガラス室内で育てられている低緯度地

方のP．Pseudostrobus，　P・oocarPaでは10月上旬まで伸長を続ける種も見い出された。このような

高緯度地方のマツ属で伸長停止期が早く訪れ，伸長期間が短かい傾向は，日本産マツ属で見い出され

た傾向と似た現象である。いいかえれば，生育期間の短かい地域に原産地をもつ種では針葉の伸長期

間が短かいことを示している。

　マツ属の原産地域の緯度，海抜高によって針葉の伸長停止期に一つの傾向が予測されたので，各種
　　　　　　　い
マツ属の分布地図から南限と北限の緯度を読みとり，分布地域の平均緯度を算出して平均緯度と伸長

停止期の関係を整理して図一2に示した。その結果から，全種を総合してみるならば高緯度地方に分

布するマツ属で比較的早い伸長停止期をもつ傾向は見い出されたが，バラツキが大きい。図一2では，
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分布地域の海抜高が無視され，かつ，P．　sy｛vestrisのように広い分布地域をもつ種でも平均緯度とし

てまとめられているので，大きなバラツキはむしろ当然の結果であろう。

　種により，多少の遅速はあるけれども，針葉の伸長開始期がほぼ一時期に集中しているため，伸長

期間の大きさは伸長停止期の順位と類似する。すなわち，伸長停止期の遅い種では伸長期間が長い

（図一3）。N．　T．　Mirovにより記載されたマツ属の原産地における分布高度から，それぞれの種が

分布する平均的な海抜高度を求め，伸長期間を平均緯度と平均高度とから三次元の図にまとめると図

一 4となる。やはり，多少のバラツキは残るけれども，高海抜地域または高緯度地域に原産地をもっ

種ほど針葉の伸長期間は短かい傾向を示している。

針
葉
の
伸
畏
期
間

図一4　各種マツ属の分布地域の平均緯度と平均海抜高からみた上賀茂試験地での針葉の伸長期間

　生物の生長は一般に，時間に対してS字形の生長経過をもつといわれている。マツ属の針葉は葉鞘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らラ
に包まれた針葉基部からおし出されるように伸長するので，伸長曲線はS字形を示すものの，直線近

似できるようにも思われる（図一5）。いいかえれぱ，種ごとに伸長速度がほぼ一定とみなせること

になる。

　マツ属の葉の伸長期間は種によって異なった長さをもつが，ここですべての種の針葉の伸長速度が

ほぼ等しいとすると，伸長期間が長い種ほど針葉長は長くなる。しかし，実際に推定された伸長速度

は，ほとんどの種が当試験地の，ほぼ似た環境条件下で育成されていても種によって多少異なる速度

をもつ。その速度は，高緯度地域に原産地をもつ種ほど小さく，低緯度地域に原産地をもつ種ほど大

きい傾向があるように思われる（図一6），図一6の大きなバラツキには，やはり原産地域の高度を
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　　　　（記号は図一2を参照）
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図一5　上賀茂試験地における各種マツ属の

　　　針葉伸長期間と伸長量

無視した影響が大きいものと見われる。

　各種マツ属の針葉長と伸長期間の関係は，伸長期間

が長い傾向にある低緯度地域の種ほど伸長速度も大き

いために，単純な直線関係でなく，曲線関係を示した

（図一7）。
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図一7　上賀茂試験地における各種マツ属の

　　　針葉伸長期間と針葉長（記号は図一

　　　2参照）

　3　針葉伸長と伸長停止要因

　分布地域の緯度，高度の異なる北半球の各地域から集められ，当試験地の環境条件下で育成された

マッ属の針葉長および伸長期間は種の違いによってそれぞれ異なり，しかも原産地の気候条件と対応

した違いであることが示された。ここで，種のもつ内的要因によって伸長するマツ属の針葉長に対し

て，外的環境要因がどのように働いているかを検討することは外国産樹木の育成に意味のあることで

あろう。

　各種マツ属が生育している原産地の温度は，高緯度になるに従って，また海抜高が高くなるに従っ

て低くなり，生育期間も短かくなる。一方生育期における日長時間は高緯度地域ほど長い条件下にお

かれる。このような地域から当試験地に導入されたマツ属は，生育期間が長く，日長時間が短かい場

所に移されたことになる。また，当試験地より低緯度地域に原産地をもつマツ属は，生育期間が短か

く，日長時間が長い条件下で生育していることになる。当試験地で育成されたマツ属の針葉の伸長は，

高緯度地域に原産地をもつマツ属でその伸長が早く停止し，その針葉長は短かく，低緯度地域に原産

地をもつマツ属は遅くまで伸長を続け，その針葉長が長い傾向が見い出されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　　　　　　　　　　　　8）
　針葉伸長量に関しては，W．　Dallimore他，　G．　R．　Shawらによってマツ属各種のもつ針葉長のお
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　　　　　　　上賀茂試験地での針葉長

図一8　上賀茂試験地と原産地に生育する各種

　　　マツ属の針葉長比較
　　　●アジア東，南東部，北アメリカ東部

　　　　およびメキシコ地域のマツ属

　　　○北アメリカ西部，地中海沿岸地域の

　　　　マツ属
　　　＊G．R．　Shaw，　W．　Dallimoreほかに

　　　　よる

よその大きさが記録されており，これらの記録は原産

地に生育する針葉長とみなしても大きな違いはないで

あろう。記録されている数値から針葉長の中央値を求

め，当試験地で育成され，今回の調査で調べられた針

葉長の平均値と比較すると図一8となる。図一8の○

印には，ヨーロッパ，地中海沿岸地域，北アメリカ西部

に自生するマツ属の針葉長が比較してある。これらの

海洋性の冬雨型の気候区に属する地域から夏雨型の気

候区に属する当試験地に導入されたマツ属は全般的に
　　　　12）
生育が悪い。針葉長を比較してみても，バラツキは大

きいけれども，当試験地で育成された場合，短かい傾

向がうかがわれる。一方，その他の東アジア，東南ア

ジア，北アメリカ東部地域および中央アメリカの諸地

域から導入，育成されたマツ属の針葉長は，原産地に

おける針葉長と大差ないとみてよいであろう（図一8

●印）。いいかえれば，原産地の異なる場所から当試

験地に導入され，育成されたマツ属の針葉伸長量は，

原産地の気候が当試験地と著しく異なる地域の種を除

いた多数の種で，原産地の伸長量に劣らぬ値をもって

いることになる。

　マツ属の針葉伸長量が原産地のそれに劣らないとしても，針葉の伸長停止期が種によってそれぞれ

異なる現象は，別個に検討されねばならない問題である。

　P．taedaの苗木を18°C～23°Cのファイトトロン内で育て，8時間の明期とさらに8時間の補光
　　　　　　　　　ゆ
を与えた実験によれば，16時間の長日処理により針葉長は15．2clnとなり，8時間の明期のみでは9．3

cmであったと報告している。さらに観察によれば，’16時間の補光処理により伸長期間は長い傾向に

あったという。室内実験で見い出された日長処理の効果と同じ現象が原産地とは異なる日長条件下に

おかれた場合にも起るとすれば，興味ある現象であろう。当試験地で得られた結果からみれば，高緯

度地域のマツ属の針葉の伸長停止期が早く訪れ，低緯度地域のマツ属の針葉の伸長停止期が遅くあら

われた現象を日長要因によって説明がつくかもしれない。

　マツ属の針葉伸長停止期が仮に日長条件の影響を強く受け，ある決められた日長条件下でのその伸

長を停止するものとすれぱ，高緯度地域に原産地をもつマツを中緯度の当試験地で育成した場合，停

止期は早く訪れ，逆に低緯度地域に原産地をもつマツを育成した場合には停止期は遅くなることが予

想される。当試験地で育成されたマツ属の針葉の伸長停止期を比較する限りでは，一応，この予想に

ほぼ対応した傾向が見い出された。

　しかし，マツ属の針葉の伸長停止期が日長条件により影響を受けると断定し得ない点も残されてい

る。日本の高山帯に自生するP・Pumilaの針葉伸長に関しては，3年生であったため，今回の調査

では調べなかった。しかし，当試験地で育成している苗木を観察したところによれば，伸長開始は他

の種とほぼ同期の5月にはじまり，7月には停止する。緯度の上では京都地方と大差がない長野県の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
高山帯のP・Pumilaの針葉は7月に伸長を開始し，9月まで伸長を続ける測定結果が得られている。

すなわち，低地と高山帯とでは開始期，停止期ともに約2カ月のずれがあることになる。高山帯では

標高が高いために，薄暮の時間が長く，ある程度日長が長くなる。しかし，停止期の2カ月のずれは



余りに大きいものと思われる。
　　　　　　　　　　　3）
　もう一つの問題は古野により調べられたP．taedaの針葉伸長の調査結果である。当試験地で育成

されたP．taedaの新梢は多節型の伸長形態をもち，一生育期に数回の伸長をくりかえす。新梢が伸

長した後に新葉が伸長するが，次々伸びた新葉は，必ずしも同一時期に伸長を停止することなく，早

く伸び出した針葉は早い時期に停止する。この現象に関する限りでは，針葉の伸長停止が単純に日の

長さによるものとは断定し得ない。

　高緯度地域に原産地をもつマツ属を生育期間が長い中緯度の当試験地に導入した場合，当試験地の

温度条件により新梢の伸長開始は早くなるものと予想され，針葉の伸長開始も早まるものと思われる。

前に調べたように，大きな幅をもつ針葉長の中央値と比較した限りでは，当試験地で育成されたマツ

属の針葉の伸長量は原産地での伸長量にほぼ相当する長さに達していた。マツ属の種間での針葉速度

に大きな差がなく，さらに，マツ属の針葉長が内的要因，すなわち遺伝的性質によって決められ，種

のもつある長さに達した時にその伸長が停止するものとすれば，伸長を早く開始した針葉は早い期日

にその長さに達することになる。一方，低緯度地域のマツ属を緯度の高い当試験地で育成した場合，

伸長開始期は遅くなるので，ある長さの針葉長に到達する期日は遅れることになる。

　マツ属の針葉の伸長を停止させる要因として日長要因が働いているとしても，温度要因と種のもつ

遺伝的性質からも，当試験地で得られた関係はある程度説明が可能となる。

　いずれにしても，今回調べられた結果から諸要因に関して検討する場合，比較検討するための原産

地における資料もなく，実験により検討されている例もほとんどない。この問題に関しては，今後さ

らにくわしい検討が必要であろう。
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